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高等学校部会(かでる2・ アホール)

「これからの社会と高校数学教育J

(国立教育政策研究所名誉所員

元静岡大学教職大学院教授 長崎 栄三)

い. また. 相対評印lîから絶対評価(規準準拠評価)

に変わった意義や. 数学:はなぜ高lでも必修なの

かを考えていきたい

今大会では. どのような数学の方法・力を身に

付けさせているのか. そのための数年:的t活動はど

うなっているのか. ICTはどうなっているのか.

課題学習では数学的所助が機能しているのか. 生

徒の考・えを活かしているのか. 生徒l立話し合って

いるのか. 生徒の視点からの評価lîになっているの

か. �I:徒は数学を楽しんでいるのか. といった視

点で発表を聴いてみたい.

今後む 研究者としての教師. 学び続ける教r.J1i

でありたいと思う この大会で科たことを地元に

戻って. 他の教f:iIiとー絡に考えていただきたい.

高校数学の今lulの学習折噂要領の改訂では.r数 V 分科会

学的活動J r課題学習J r;規jí'ii\�l!t!!，j前川lIîJが特徴で [幼稚園-小学校部会]

あるが， 戦後の高校数字:の数千f課税には. riJ I心11流

念Jr一般数学. 数学一般. 数学法礎J r主体的・

協働的jという大きな論点がある

11止近の社会の変化として持続可能な社会や.

民主主義社会といった理念への危機や. 少子1.5齢

社会. 高度情報化社会. グローパル社会といった

急激な社会情造の変化などがあり. 今後は. 全1:会

が期待する， コンピテンシー. スキル. 論理的思

考. 数学的リテラシーなどの力を身に付ける数千î

H襟が必要である.

数学教育を考えるとき 生j医学習としての教育

システム観，社会的椛!戊3:=.:出としての知識問. r数

学:Jから「数理li科学Jへといった数学問. 教育制

が!必殺j:軸として必要である.

さらに高校全体として. 高等学校基礎学力テス

ト. 大学入学希望者学力iWflllîテストや. 理数|刻係

の新しい科・11の可能性が論議されている.

これからの日校の数学教行を考えるとき. ;ilÉの

ための高校数学かという視点に立ち. 理学系大竿

志向. 工学・ 人IIlf社会科学・ 人文系大学志向 I従

業志向という多雌な生徒に応じ. 1つの故当えから

多様な数学:に拡げるために. 数学と現実世界の肺j

者を意識しながら. 生徒の主体的・協働的なi活動

を導台数学の方法を身に(寸けさせる必要がある.

当然. コンピュータの活用もぢーえなければならな
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11時 平成27::f:. 8 ) J 7 f::l (金) 9:30-16:30 

会場 札幌市虫桑凶小学校

れíiJ'i域の教室数と笑践発表本数 計182本

数千f課税・評価li l�文主 8木

特別支援教育・幼稚園 l 教室 4本

数と計$i: 3教室23本

j止とil!リ定 l教室 7本

1:g1J隠 i 教室 8本

数以関係 3教室23本

問題解決 3教室20本

数学的な見方や考え方 4教室27本

学科指導法 6教室46本

ICTの活用 l教室 7 本

�t.礎・自由研究. 総合. f也教科1教室 6 本

ポスターセッション 2 本

ワークショッフ. l 本


